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株主の皆様へ

売上高 （億円）

18/918/3

8,280
（通期予想）

4,0443,875

7,839

17/3

3,508

7,223

営業利益 （億円）	
●営業利益率（%）

18/918/3

255
（通期予想）241

126

17/3

150

72

3.1
（通期予想）

3.1

2.1 134

経常利益 （億円）

259

18/9

275
（通期予想）

139138

18/3

163

74

17/3

親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益 （億円）
●1株当たり当期純利益（円）

171

18/9

186
（通期予想）

87

18/3

103

46

17/3

103

148.55
（通期予想）136.34

81.65

業績

■ 上期
■ 通期

Reviewレビュー

株主の皆様におかれましては、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼申し
上げます。第104期上期（2018年4月1日から9月30日まで）の経営成績が
まとまりましたので、ここにご報告申し上げます。今後も引き続きご支援を
賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

代表取締役社長

増収・増益の勢いを継続し、
さらなる成長を目指します。

　上期における日本経済は、堅調な企業収益を背景
に緩やかな回復基調を維持しました。世界経済も、米
国の堅調な企業業績を背景に、全体として回復基調
を維持しましたが、米中貿易摩擦により先行きの不透
明感は増しています。
　そうした中で、電子セグメントの売上は微減、生活
関連セグメントで横ばいとなりましたが、他のセグメン

トの売上は国内外とも増加しました。その結果、当上
期の連結売上高は、国内販売が2,022億4千万円（前
年同期比5.0%増）、海外販売が2,022億1千万円（同
3.7%増）となり、全体で4,044億5千万円（同4.4%
増）となりました。
　利益面では、全般的な増収に加え、製造子会社に
おける収益性の改善等により営業利益が134億3
千万円（同6.5%増）、経常利益が139億1千万円

（同0.8%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益
は103億2千万円（同17.8%増）となり、前期に引き
続き、売上・利益面ともに第2四半期連結累計期間

上期の概況をお聞かせください。Q
全体的に国内・国外とも概ね好調で、
増収増益を実現しました。A
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2

利益配分に関する基本方針

目となり、折り返しを迎えます。基本方針である「収益
構造の変革」と「企業風土の変革」は、成果が顕在化し
つつありますが、ゴールはまだ先にあり、“ギャップを
埋める施策”が重要になります。前期に決定した次世
代ディスプレイ関連の合弁会社、また、中国における
新エネルギー車向け部品製造会社の設立等の新規ビ
ジネスを加速させます。当上期は、米国における新た
な取組みとして、3Dプリンター向け材料を開発・製造
する合弁会社を設立いたしました。3Dプリンター市
場は、ものづくりイノベーションとして大幅な市場規
模拡大が見込まれており、市場の40%を占める欧米
市場でのビジネス拡大が期待されます。
　今後も、M&Aを含む成長投資と資産の入替えを加
速し、新陳代謝が促される仕組みを確立させ、「ACE-
2020」の達成に邁進いたします。
　株主の皆様におかれましては、当社グループの将
来性にご期待いただき、今後とも変わらぬご支援を賜
りますようお願い申し上げます。

における過去最高を更新いたしました。

　下期につきましては、米中貿易摩擦の影響など、先
行きは不透明感を増していますが、連結売上高は、期
初の予想通り8,280億円（前期比5.6%増）を予定して
おります。
　利益面につきましても、期初の予想通り、営業利益
は255億円（同5.7%増）、経常利益は275億円（同
5.8%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は186
億円（同8.3%増）を見込んでおります。

　今期は、5ヶ年の中期経営計画「ACE-2020」の3年

Q 通期の見通しはいかがですか。

A 先行きは不透明な状況ですが、
期初の予想通り増収増益を目指します。

株主の皆様へのメッセージをお願いします。Q
引き続き中期経営計画「ACE-2020」の達成に邁進し、
より一層の企業価値向上を目指します。A

　当社は、収益力の向上と企業体質の一層の充実強化を
図り、連結業績連動を基礎とした、株主の皆様への安定
配当を継続して行うことを基本方針としております。
　また、内部留保した資金の使途につきましては、今後
の事業拡大ならびに経営基盤の強化に有効活用していく
考えであります。
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売上高

営業利益	

4,044億円

134億円

1,760

844 896

1,837
（予想）

18/3 18/9

自動車生産台数の堅調な推移やナフサ価格の上昇等に
より塗料・ウレタン原料が増収、また、エレクトロニクスケ
ミカル、樹脂原料・添加剤も好調、更に前期買収した米国
フィッツケム社の売上が加わり、国内外ともに増収。

上期の状況

売上高 896億円	 営業利益 27億円
売上高	（億円）

■■■■■上期     ■■■■■通期

2,628

1,318

2,890
（予想）

18/3 18/9

1,414工業用、包装材料用の合成樹脂、顔料・添加剤お
よび情報印刷関連材料等の売上増加、更にOA・
ゲーム機器業界向け合成樹脂などの販売も好調に
推移し、国内外ともに増収。

上期の状況

売上高 1,414億円	 営業利益 46億円
売上高	（億円）

1,297

627 682

1,425
（予想）

18/3 18/9

国内、グレーターチャイナ、アセアンにおいて樹脂
ビジネスが好調に推移し、更にカーエレクトロニク
ス関連部材の売上も好調であったため、全体として
増収。

上期の状況

売上高 682億円	 営業利益 14億円
売上高	（億円）

1,293

657 618

1,235
（予想）

18/3 18/9

変性エポキシ樹脂関連や装置関連は好調、また、
半導体中間工程用の研磨剤関連ビジネスは堅調で
あったものの、フォトリソ材料、ディスプレイ関連部
材は低調であったため、全体として減収。

上期の状況

売上高 618億円	 営業利益 40億円
売上高	（億円）

853

424 429

886
（予想）

18/3 18/9

食品素材分野は、海外は売上が減少したものの国内
は微増。スキンケア・トイレタリー分野は、国内外と
もに増収。医療・医薬分野の売上は微減という結果
となり、全体として微増。

上期の状況

売上高 429億円	 営業利益 21億円
売上高	（億円）

加工材料

35.0%

機能素材

22.2%

生活関連

10.6%

自動車・
エネルギー

16.9%

電子

15.3%

セグメント別売上高構成比

決算ハイライト
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17/916/9

1,9251,790

18/9

2,022

○	日本

売上高構成比
日本 海外

50.0
％

50.0
％

地域別売上高構成比 （億円）

連結財務諸表サマリー （百万円）

16/9

52

17/9

73

18/9

72

○	欧州

17/916/9

99
74

18/9

87
○	その他

17/915/3 16/9

536
1,224

489

18/9

596
○	アセアン

17/915/3 16/9

1,0682,035 960

18/9

1,074

○	グレーターチャイナ

17/916/9

170
140

18/9

191
○	米州

売上高
387,501 売上

総利益
50,215

営業
利益

12,606

経常
利益

13,802

税金等
調整前

四半期純利益
13,018

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
8,760

売上高
404,459

売上総利益
52,911

営業利益
13,431

経常利益
13,910

税金等調整前
四半期純利益
13,882

親会社株主に帰属する
四半期純利益
10,321

売上原価
351,547

販売費及び
一般管理費

39,480 非支配株主
に帰属する
四半期純利益

124 ⬇

法人税等
3,436 ⬇

営業外費用
1,298 ⬇

営業外収益
1,777 ⬆

特別損失
170 ⬇

特別利益
142 ⬆

2017年9月期 2018年9月期

営業活動
キャッシュ・フロー 投資活動

キャッシュ・フロー
財務活動
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物に係る

換算差額
△8,414

△3,971
期首残高
42,857

四半期末
残高
40,0018,950 580

2018年9月期2018年9月期

流動資産
371,351

固定資産
221,972

純資産
319,364

固定負債
58,392

流動負債
215,566

2018年3月期

流動資産
353,325

固定資産
216,130

純資産
308,804

固定負債
67,655

流動負債
192,996

資産・負債・純資産の状況 キャッシュ・フローの状況

損益の状況
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　2012年ロンドンパラリンピックの陸上5000mで、銅メダルを獲得した和田伸也選手が当社に入社しま
した。和田選手は、同パラリンピックにおいてマラソンでも5位入賞。2016年リオパラリンピックでは、
1500m6位、5000m6位、マラソン5位とすべての出場競技で入賞しています。現在、日本ブラインドマラ
ソン協会および日本パラ陸上競技連盟の強化指定選手として、2020年東京パラリンピック出場を目指してい
ます。本年10月には、インドネシア・ジャカルタで開催された「インドネシア2018アジアパラ競技大会」におい
て、1500m、5000m両種目で銀メダルを獲得しました。
　当社は、高い目標を掲げる和田選手の志に共感し、活動をサポートしていきます。

ロンドンパラリンピック銅メダリスト 和田伸也選手が入社TOPICS
3

　当社が日本代理店として取り扱う Eastman Chemical社の合成樹脂「TritanTM（以下
「トライタン」）」を使用した食器が、株式会社サイゼリヤが展開するイタリアンレストラン
チェーン「サイゼリヤ」で導入されました。導入食器は、これまでガラス製を利用してきた
ジュースグラス、ワイングラス、ジョッキ、デカンタ（250ml、500ml）の5種類で、年内
をめどに約1000店舗ある全店に導入される予定です。
　トライタンはガラスのように透明で、割れにくく食器洗い機への耐久性に優れるため、
哺乳瓶やスポーツ用水筒などの生活用品から医療機器まで、幅広く使用されています。

割れにくいプラスチック「TritanTM」製食器を
サイゼリヤが全店舗に導入

TOPICS
2

サイゼリヤで導入されるジョッキ、ワイングラス、 
ジュースグラス、デカンタ 250ml、同 500ml

（左から)

[左から]
Brad Hilborn (Infinite Material Solutions 
LLC, CBO), 内田 龍一(ナガセアメリカ, CEO), 
Larry Doerr (Infinite Material Solutions 
LLC, COO), Jeff Cernohous (Infinite 
Material Solutions LLC, Executive Advisor)

トピックス

　当社の100%子会社であるナガセアメリカは、スペシャリティケミカルや特殊樹脂の開
発に強みを持つ米国のInterfacial Consultants LLCと、合弁会社Infinite Material 
Solutions LLC（以下「IMS」）を設立しました。
　IMSでは、産業用途に飛躍的な成長が見込まれる3Dプリンター向け特殊材料の開発・
製造を行います。すでに、3Dプリンターの主流の1つであるFDM（熱溶解積層）方式向け
水溶性サポート材フィラメントの製品化を進め、2019年初めに販売開始予定です。
　本サポート材は、スーパーエンジニアリングプラスチック（以下「超エンプラ」）にも対応
した業界初の水溶性サポート材で、超エンプラを原料とする3Dプリントの市場規模は、
今後5年で10倍になる※と見込まれています。
　ナガセアメリカは、IMSが開発・製造した高付加価値製品を、世界の3Dプリンター市
場の約40％を占める欧米市場において先行的に販売する方針です。

米国で3Dプリンター向け特殊材料の
開発・製造の合併会社を設立

TOPICS
1

※ IDTechEX社調べ

プロフィール 1977年生まれ。大阪府出身。関西大学在学中に網膜色素変性症と診断され視力を失う。28歳から本格的に競技を始め、2009年度から日本ブラインド
マラソン協会強化指定選手。フルマラソン（T11：全盲）の日本記録保持者でもあり、大阪スポーツ賞優秀選手賞、京都市スポーツ栄誉賞など数々の賞を受賞。

写真：長田洋平/アフロスポーツ
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会社概要

商 　 　 号 長瀬産業株式会社　NAGASE & CO., LTD.

創 　 　 業 1832年（天保3年）6月18日

設 　 　 立 1917年（大正6年）12月9日

資 本 金 9,699百万円

従 業 員 865名（連結6,379名）

主 要 な 事 業 所 大阪本社、東京本社、名古屋支店、
ナガセR&Dセンター（兵庫県神戸市）、
ナガセアプリケーションワークショップ（兵庫県
尼崎市）

発行済株式の総数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 127,408,285株

株主数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,881名

取締役・監査役

自己株式（1.72%）

金融機関 （36.95%）

証券会社（0.90%）

所有者別
状況

個人その他 （17.05%）

その他法人（13.76%）

外国法人等（29.62%）

大株主の状況

株主名
当社への
出資状況

持株数
千株

持株比率
％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 7,108 5.58 

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE SILCHESTER INTERNATIONAL 
INVESTORS INTERNATIONAL VALUE EQUITY TRUST 5,842 4.59 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 5,805 4.56 

三井住友信託銀行株式会社 5,776 4.53 

株式会社三井住友銀行 4,377 3.44 

日本生命保険相互会社 3,589 2.82 

長瀬　令子 3,549 2.79 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 3,284 2.58 

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE U.S. TAX 
EXEMPTED PENSION FUNDS 3,171 2.49 

株式会社長瀬舜造 2,688 2.11 

株式の状況

所有者別株式分布状況

取締役
代 表 取 締 役 会 長 長 瀬 　 　 洋
取 締 役 副 会 長 長 瀬 　 玲 二
代 表 取 締 役 社 長 朝 倉 　 研 二
代 表 取 締 役 名 波 　 瑞 郎
取 締 役 森 下 　 　 治
取 締 役 若 林 　 市 廊
取 締 役 山 内 　 孝 典
取 締 役 池 本 　 眞 也
社 外 取 締 役 西 　 　 秀 訓
社 外 取 締 役 家 守 　 伸 正

監査役
監 査 役 松 木 　 健 一
社外監査役 ( 常勤 ) 白 藤 　 信 之
監 査 役 古 川 　 方 理
社 外 監 査 役 松 井 　 　 巖

会社情報／株式情報（2018年9月30日現在）
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本冊子掲載情報の詳細については当社ウェブサイトをご参照ください

https://www.nagase.co.jp/ 長瀬産業 検索

株主メモ

○	株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出および
ご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を
開設されていない株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

○	特別口座について
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されてい
なかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式
会社に口座（特別口座といいます。）を開設いたしました。特別口座について
のご照会および住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたし
ます。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会　毎年3月31日期末配当金

中間配当金　　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告し
て定めた日

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

　　（郵便物送付先）

（電話照会先）

〒168-0063  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

 0120-782-031
（照会先ＵＲＬ） https://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

公 告 方 法 電子公告の方法により、当社ウェブサイトにて
行います。ただし、電子公告によることができ
ない事故その他やむを得ない事由が生じた場
合は、日本経済新聞に掲載いたします。

単 元 株 式 数 100株
株主に対する特典 毎年3月31日現在の株主名簿に記録された

１単元以上保有の株主を対象に、保有期間
に応じて、グループ会社の製品もしくはカタ
ログギフトを贈呈。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所  市場第一部

株価／出来高の推移（2017年10月1日〜2018年9月30日）
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株価（終値ベース）

株価の推移

◦ 常に顧客指向であれ
◦ 常に独創的な挑戦者であれ
◦ 常にグループ力の活用を考えよ
◦ 常にグローバルに考えローカルに行動せよ
◦ 常にシステマティックに考えスピーディーに行

動せよ

社員の一人ひとりが、日々の活動で「見つけ、 育
み、 拡げる」を体現することにより、「人々が快適
に暮らせる安心 ・ 安全で温もりある社会」の実現
に貢献する。

社会の構成員たることを自覚し、誠実に正道を
歩む活動により、社会が求める製品とサービス
を提供し、会社の発展を通じて、社員の福祉の
向上と社会への貢献に努める。

（千株）
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株式売買高の推移

NAGASE経営理念

NAGASEビジョン

NAGASEウェイ

基本理念
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